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■主な新規事業 ���������������������������� 
予算額内　容事　業

３３８万円
個人市民税 ･都民税（特別徴収を除く）、固定資産
税 ･都市計画税、軽自動車税、国民健康保険税を
対象にコンビニエンスストア収納を実施します。

コンビニエンスストア収納代
行業務委託の開始（市税 ･国
民健康保険税）

４９７万円
�プラザの開設に伴い、若葉台出張所を�プラザ２階
へ移転します。旧出張所については撤去し、借用地に
ついては、借用以前の状態に復帰して返却します。

若葉台出張所移転（�プラザ
内）及び仮設庁舎の撤去

４０万円

７５歳以上後期高齢者の脳疾病発病の予防促進の一
環として脳ドック検査料の個人負担に対する助成
を行います。検査料個人負担の２分の１を補助（限
度額２万円）、一人年１回

健康診査料（脳ドック）の助成
（後期高齢者医療制度対象者）

１８万円
在日外国人などの高齢者及び障害者に対し、稲城
市在日外国人等高齢者・障害者福祉給付金を支給
することにより、その福祉の向上を図ります。

在日外国人等高齢者・障害者
福祉給付金の支給

５,１４８万円

認可保育所の待機児童の解消及び在宅の保育を支
援する地域の子育て機能を有する認定こども園に
対し、その運営費などを補助します。また、利用
者に対する利用料の補助を行います。

認定こども園の運営費等・利
用者利用料の補助

２３５万円

保護者が疾病その他の理由により、家庭において児童
を養育することが一時的に困難になった場合に、緊急
に児童養護施設において養育を行うことにより、これ
らの児童及びその家族の福祉の向上を図ります。

子ども緊急ショートステイ事業
の開始（児童福祉）

２,０００万円
都が公的雇用の創出に取り組むための緊急雇用創出区市町
村補助金の交付を打ち出したことを受け、公園緑地、小・
中学校の高木剪定を整えることで雇用の創出に努めます。

緊急雇用対策事業（公園緑地、
小・中学校高木 剪  定 ）

せん てい

１,１００万円住居内の家具の転倒防止対策などを促進し、災害時の家具の
転倒などによる被害を最小限に抑えるため、助成を行います。家具転倒防止器具助成事業

１,２８７万円２０年度で早稲田大学との大学連携事業が終了する
ため、個別に指導補助員を配置します。

特別支援指導補助員の配置
（小・中学校）

３０,６０８万円２１年１０月１８日開館。（仮称）新文化センター整備運営事業
事業契約に基づくサービス対価の支払いが始まります。�プラザ整備運営事業

４５３万円
中央文化センターホール舞台吊物設備の老朽化に
より、定期点検で危険個所などが指摘されている
ことから、緊急修繕を行います。

中央文化センターホールの緊
急修繕

■主なレベルアップ事業 ����������������������� 
予算額内　容事　業

１,８６８万円

開業資金及び設備資金について、利子補給率を２
分の１から４分の３、信用保証料の補助額を２分
の１から３分の２に引き上げ、融資期間３年及び
５年のものについて、それぞれ５年及び７年に延
長し、より利用しやすい制度とします。

小口事業資金等融資あっせん
制度の拡充（利子補給率・信
用保証料補助率の拡大・融資
期間の延長）

７１万円

生活資金融資のうち住宅資金融資において、耐震補強、
並びに耐震改修をされた方の融資に対する利子補給を、
現行の２分の１から４分の３とします。（対象：稲城市
木造住宅耐震診断助成制度を利用し耐震診断を受診した
結果、補強や改修が必要と診断された家屋の所有者）

耐震改修工事における生活資
金融資あっせん利子補給補助
金の特例

８００万円生き活き商品券の発行総額を１億円に増額し、さらにプレミ
アム（補助）率を８％に拡大することで、消費拡大を図ります。

商工会発行「生き活き商品券」
のプレミアム（補助）率拡大

３６４万円
う蝕の原因の情報提供や卒乳指導を含めた摂食指導
など、子育て支援としての乳幼児歯科保健事業を実
施するため、歯科健診の実施歳児を拡充します。

乳幼児歯科保健事業の充実

７,１５６万円

妊婦健康診査の公費負担回数を５回から１４回とし、
経済的負担の軽減を図ることにより、安心して妊娠・
出産できる体制を確保します。里帰り出産など、都
外で受診した場合についても公費で負担します。

妊婦健康診査の公費負担制度
の拡大（回数増、里帰り出産
も支援）

１,５４４万円
健康診査は、２０年度から生活習慣病予防に特化した健
診内容となっていますが、これに心電図検査を追加す
ることにより、市民の健康の維持増進を図ります。

健診の検査項目の拡大
（心電図を追加）

３,７６９万円

これまで保険診療自己負担分３割のうち１割分を
市と東京都が負担していたものを拡充し、通院１
回２００円の自己負担を除き、保険診療自己負担分３
割全額を市と東京都が負担します。

義務教育就学児医療費助成制
度の拡充

１０,５３５万円私立幼稚園に在籍する幼児の保護者に対する保育料の
補助を、月額単価２,９００円から３,２００円に増額します。

私立幼稚園保護者負担軽減補
助金の増額

４６万円
幼稚園に在籍しておらず、かつ、保育所に措置さ
れていない幼児の保護者に対する保育料の補助を、
月額単価２,９００円から３,２００円に増額します。

在宅幼児教育費補助金の増額

１,０３４万円分館開館時間は午前１０時～午後５時ですが、利用者の多い夏休み期
間の火～土曜日は午前９時～午後６時まで開館時間を拡大します。

図書館分館の開館時間拡大
（夏休み期間）

■主な見直し事業 ��������������������������� 
影響額見直し内容事　業

△２８６万円
６台の庁用自動車を削減し、電動自転車 ･スクー
ターの導入を行うことにより、効率的な運用を図
ります。

庁用自動車集中管理に伴う車
両台数の削減と電動自転車 ･
スクーターの導入

△１,１４５万円
ごみ指定収集袋の製造、保管、受付配送の業務を
それぞれ個別に契約し、市内業者などを活用する
ことにより、効率的で安定した運用を図ります。

ごみ指定収集袋保管・配送業
務の再編

△８３万円

市外の障害者（児）の通所施設に、施設からの送迎
を受けないで通所している方への交通費の支給額
を通所日数に応じての支給とします。通所１日あ
たり１千円、１５日以上は１万５千円とします。

心身障害者（児）通所訓練交通
費助成の見直し

△３７万円社会福祉協議会における共済制度の廃止に伴い、
市からの補助金を廃止します。

高齢者入院見舞金共済制度へ
の補助事業廃止

－－－

第４期事業計画（２１年～２３年）の介護給付見込み額
を推計し、新保険料を定めます。現行の月額基準
額４,４００円を維持するとともに、６段階を実質８段
階区分へ変更するなどの軽減措置を行います。

介護保険料所得段階の見直し

２１年度会計別予算

増減率Ｃ　増減額
（Ａ－Ｂ）

Ｂ
２０年度予算額

Ａ
２１年度予算額区　分

２．６％６億８,０００万円２６３億　８００万円２６９億８,８００万円一 般 会 計

２．０％１億４,１８３万円６９億３,１４５万円７０億７,３２８万円国民健康保険事業特別会計

△１３．６％△３億４,７４３万円２５億４,６５２万円２１億９,９０９万円土地区画整理事業特別会計

３．６％７,２２５万円１９億９,０６８万円２０億６,２９３万円下 水 道 事 業 特 別 会 計

△９０．２％△３億　７６９万円３億４,１２３万円３,３５４万円老 人 保 健 特 別 会 計

△ １．２％△３,４４５万円２８億４,７３２万円２８億１,２８７万円介 護 保 険 特 別 会 計

１０．２％７,６９８万円７億５,６１２万円８億３,３１０万円後期高齢者医療特別会計

１０．０％６億７,９０２万円６８億　　３万円７４億７,９０５万円病 院 事 業 会 計

△ ０．４％△２６０万円５億９,７９０万円５億９,５３０万円受託水道事業特別会計

２．０％９億５,７９１万円４９１億１,９２５万円５００億７,７１６万円合　　　　計

　２１年度当初予算が２月２７日から開かれた市議会第１回定例会で、可
決成立しました。
　予算総額は、全会計で５００億７,７１６万円で、前年度に比べ２．０％の増
となりました。市の予算の中心となる一般会計の予算規模は２６９億
８,８００万円と、前年度に比べ２．６％の増となりました（下表参照）。
　第三次長期総合計画に基づいた事業を中心に実施するための財源を
確保し、市の将来都市像である「緑につつまれ友愛に満ちた市民のま
ち稲城」を実現するための、「心と心のふれあいを大切にした自立と
共生のまちづくり」を基本理念に、施策を推進していきます。さらに、
第三次行政改革による事務事業の見直しと行政基盤の確立、時代に即
した施策展開を行い、健全財政を目指して編成しています。
　２１年度は、①都市基盤整備　②福祉・教育・医療の充実　③市民と
のふれあいと協働　④安全と活力あるまちづくりの４点を重点に取り
組む予算としています。　　　　　　　 ▽▽問い合わせ 財政課財政係問い合わせ　財政課財政係

歳 入�

歳 出�

市税�
１４２億６,６２９万円�

５２.９％�

国庫支出金�
２０億３,１９６万円�

７.５％�

その他�
１７億４,３１５万円�

６.５％�
都支出金�

４０億７,８３８万円�
１５.１％�

繰入金�
１５億７,０１９万円�

５.８％�

市債�
１０億６,８８０万円�

４.０％�

地方消費税交付金�
８億１,４３３万円�
３.０％�

分担金及び負担金�
５億９,４１７万円�
２.２％�

地方交付税�
３億５,１７０万円�
１.３％�

使用料及び手数料�
４億６,９０３万円�
１.７％�

民生費�
８９億３,３８８万円�
３３.１％�

土木費�
３５億４,２１４万円�
１３.１％�

その他�
５億４,８１１万円�
２.１％�
�

教育費�
４６億４,７８１万円�
１７.２％�

衛生費�
２８億５,７６２万円�
１０.６％�

総務費�
３４億６,６０８万円�
１２.８％�

公債費�
２０億５,４２９万円�

７.６％�

消防費�
９億３,８０７万円�
３.５％�

グラフ１　一般会計の歳入当初予算額　２６９億８，８００万円�

グラフ２　一般会計の歳出当初予算額　２６９億８，８００万円�

衛生費　３４,７７６円�

公債費　２５,０００円�

土木費　４３,１０６円�

その他　６,６７０円�

議 会 費�
労 働 費�
農 林 費�
商 工 費�

　予 備 費　�

総務費　４２,１８０円�

消防費　１１,４１６円�

民生費　１０８,７２０円�

教育費　５６,５６１円�

１００
００�

１００００�
１００００�

１００００�

※人口は２１年１月１日現在（８２,１７３人）です。

市民一人当たりの一般会計歳出予算額（３２８,４２９円）

２１２１年度予算の概要年度予算の概要
 　 
あい

定 額 給 付 金 等 は ３ 面 に 掲 載 し て い ま す



２１・４・１５ 代表電話は３７８－２１１１　（２）

3
の柱

2
の柱

1
の柱

4
の柱

【誰もが心豊かに暮らせるまちに】 ���� ８８３万円
○心豊かな暮らし（市民憲章運動推進事業、人権啓
発事業）

○平和に暮らせるまち（平和都市宣言関係事業）
○男女平等意識の醸成、男女共同参画への取り組み
（女性・青少年関係事業、女性の悩み相談事業、
女性問題を考えるフォーラム事業）

○外国人への各種情報の提供と環境の整備〔稲城市
の手引き（外国語版）作成委託〕

○国際交流の推進〔国際交流事業委託、日本語ボラ
ンティア養成（初・中級）講座、ユージン市教育交
流事業交付金〕

○大空町との交流（契約旅館利用助成金、大空町児
童との交流、芸術文化交流事業など）

【市民と協働のまちに】 �������� ７,３１９万円
○地域活動の支援（地区会館・集会所指定管理料、
自治会連合会事業補助金など）

○ Ｉ のまちいなぎ市民祭事業　ふれあいまつり部門
あい

補助金
○コミュニティづくりの推進（地域振興プラザ関係
事業）

○積極的な行政情報の提供〔ホームページ（パソコ
ン・携帯電話）運営経費など〕

○広報広聴活動の充実（広報の発行、市長への手紙
など）

○審議会や各種委員会などへの市民参加
【健全な行財政運営】 �������� １１億３７０万円
○計画的な行政運営〔企画事務、行政管理、アドボ
カシー室運営事業、電算管理運営費、職員管理費、
（仮称）第四次長期総合計画策定事業など〕
○計画的な財政運営（各種基金の積立、市税の賦課
徴収など）

○広域的な行政展開（一部事務組合負担金など）
○行政サービスの向上（窓口サービスの充実、住民
基本台帳ネットワークシステム、戸籍電算システ
ムなど）

【誰もがいきいきと学び続けられるまちに】 � ２２０万円
○生涯学習推進事業の充実（宅配便講座、子ども１００
ポイントラリー、ＩＣカレッジの運営）
○生涯学習の機会の充実（学校開放事業）
【子どもたちの生きる力と心を育てるまちに】
 ���������������� ２５億４,５４５万円
○幼児教育に対する援助（私立幼稚園就園奨励費補
助、保護者負担軽減補助など）
○教育内容の充実（教育指導に関する経費、教育相
談関係費など）
○教員研修と教育資料の充実（教育研究・研修、教
育指導行事に関する経費など）
○学校施設・設備の充実（六小・一中体育館大規模
改修工事、小・中学校管理運営など）
○学校給食の充実〔学校給食共同調理場管理運営、
調理運営（調味料補助等）〕

○学校施設の買取（ニュータウン内小・中学校等の
買取事業）
○障害児教育の充実（特別支援学級等補助員賃金・
介助員報酬）
○青少年育成環境の整備（青少年委員関係費、青少
年育成地区委員会関係費、稲城ふれあいの森運営）
○青少年の社会参加の促進（青少年指導者養成事業）
【学習やスポーツを通じたふれあいのあるまちに】
 ���������������� ７億７,８０４万円
○生涯学習の拠点としての社会教育基盤の整備充実
（�プラザ整備運営事業）
○公民館事業等の充実（社会教育活動振興、公民館
主催事業、視聴覚教育事業など）
○図書館サービス事業の充実（中央図書館等運営、
城山体験学習館管理運営、赤ちゃんへの絵本支援
事業など）
○スポーツ・レクリエーション活動の振興（スボー
ツ教室、体力づくり運動推進、市民体育大会運営、
市民プール運営、市立公園内運動施設管理運営な
ど）
○公共施設の弾力的運営（体育館個人開放など）
【歴史と文化を大切にするまちに】 ��� １,３８０万円
○文化・芸術活動の推進と支援（文化祭・芸術祭部
門補助金、サロンコンサート補助金など）
○文化財保護思想の普及（文化財講座、郷土資料室
の展示公開など）
○文化財資料の収集と調査（文化財調査報告書等印
刷など）

【安全なまちに】 ��������� ３億６,１３３万円
○防災対策の推進（災害対策備蓄資機材の充実、コ
ミュニティ防災センター管理業務、総合防災訓練
の実施、自主防災組織育成事業など）

○交通安全対策の推進（交通安全意識の普及・啓発、
放置自転車対策の推進、街路灯・防犯灯整備管理
など）

○防犯対策の推進（のぼり旗・チラシ作成、学校セ
ーフティ指導員報酬など）

○消防・救急体制の充実（消防施設・設備の充実、
消防団関係経費、救急救命士救命センター研修）

【共生のまちに】 ��������� １６億４,４６５万円
○環境との共生（違反広告物撤去協力員制度の実
施、地球温暖化対策の推進、まちをきれいにする
市民条例の実践活動、清掃思想普及及び 塵  芥 処理

じん かい

など）
○循環型社会づくり（分別収集の普及・啓発、廃棄
物の減量化と処理体制の充実、エコセメント事業
など）

○公害の抑制（公害測定、河川水質調査、公害パト
ロールなど）

【快適なまちに】 ��������� １１億８,３００万円
○住宅・住環境の向上（高齢者住宅改修費助成・高
齢者居住支援事業助成など）

○上水道の安全で安定した供給
○下水道事業特別会計繰出金
○下水道整備区域の拡大（第三期公共下水道事業、
流域下水道事業）

○下水道の適切な維持管理

【健康づくりと医療の充実したまちに】 �� ９億２５万円
○健康づくりの環境整備（健康づくり推進事業、が
ん検診など）
○生涯にわたる健康づくり〔妊婦健診、乳幼児健診、
予防接種（個別・集団）など〕
○地域医療体制の充実（保健・医療・福祉の連携強
化、包括的な医療体制の確立）
○市立病院の充実（健診・外来棟実施設計等業務委託、既
存駐車場・看護師宿舎の解体撤去、新駐車場建設など）

○救急医療体制の充実（救急情報の的確な把握と提
供、休日急病診療事業など）

【社会福祉の充実したまちに】 ��� ６１億１,９８２万円
○福祉の環境整備（民生委員・保護司関係費など）
○地域福祉推進基盤の整備〔保健福祉推進委員会設
置、社会福祉協議会運営費補助事業、福祉センタ
ー事業（指定管理料等）、災害見舞金など〕

○自立と社会参加の促進（老人福祉館運営費、稲城
老人会館運営費補助金）
○在宅サービスの充実とサービス基盤の整備（老人
福祉関係事務事業、老人福祉施設整備・措置関係
費、老人福祉週間事業、介護予防・地域支え合い
事業、在宅高齢者支援事業など）
○安心できる生活基盤の確保（高齢者住宅改修費助
成、高齢者居住支援事業助成など）
○生きがいに満ちた生活の実現（権利擁護センター
事業、はつらつワーク稲城運営費補助事業、シル
バー人材センター運営費補助事業など）
○障害者（児）の生活支援（心身障害者福祉関係事務事
業、心身障害者福祉手当等関係事業、心身障害者団
体等市補助事業、在宅心身障害者ヘルプ事業など）

○障害者（児）の社会参加と自立の支援〔在宅心身障
害者ヘルプ事業（外出支援）、地域生活支援事業障
害者相談支援等事業など〕
○保育事業の充実（第一～第五保育所運営、第六保育所指
定管理料、私立保育所運営委託、認証保育所運営等補助、
病後児保育運営委託、認定こども園運営費等補助など）

○子育て支援サービスの充実（児童手当、乳幼児医療費助成、
ファミリー・サポート・センター運営事業、子ども家庭支
援センター運営事業、緊急ショートステイ事業委託など）

○子どもの健全育成事業の充実（児童館運営事業、
学童クラブ運営・整備事業）
○ひとり親家庭の支援（ひとり親家庭ホームヘルプサ
ービス事業委託、ひとり親家庭等医療費助成など）

○低所得者福祉の充実（生活保護事業、生活保護就
労支援員の配置など）

【社会保険制度の充実したまちに】 � １８億２,１１１万円
○国民健康保険事業特別会計繰出金
○後期高齢者医療特別会計繰出金
○介護保険特別会計繰出金など

注）これらの課題別施策は、長期総合計画の項目に基
づき抜粋表記したものです。よって、項目ごとの内
容・金額などが重複している場合があるとともに、
全項目の合計は総予算額とは異なります。

環境にやさしく
安全で快適なまちづくり

 ���������� ３１億８,８９８万円

健康で安心して暮らせる
 � おもいやりのあるまちづくり
 ���������� ８８億４,１１８万円

共に学びふれあいのある
 ��������� まちづくり
 ���������� ３３億３,９４９万円

市民とともに進める
心豊かなまちづくり

 ���������� １１億８,５７２万円

5
の柱

【安心して暮らせるまちに】 ���� ２２億１,４１７万円
○計画的な土地利用の推進（都市計画審議会）
○土地利用の適切な運用（生産緑地地区都市計画変
更図書策定委託）
○市街地の整備（榎戸、矢野口駅周辺、稲城長沼駅周辺、南
多摩駅周辺、南山東部、上平尾、 小  田  良 土地区画整理事業）

こ だ ら

○体系的な道路網の整備（道路改修整備、道路維持補修など）
○鉄道交通の充実（南武線連続立体交差事業）
○バス交通の充実（�バスの運行）
○河川・水路の整備と保全（排水門管理・雨水排水
ポンプ場管理・公水路等 浚  渫 など）

しゅん せつ

【うるおいとゆとりのあるまちに】 � ３億２,４２６万円
○公園の整備（ 上  谷  戸 緑地体験学習館等指定管理料、

かさ や と

市内公園等整備など）
○緑地の整備、創出（自然環境保全緑化推進事業など）
○みちを楽しむまちづくり（三沢川側道照明設置工事）

水と緑につつまれた
 �� やすらぎのあるまちづくり
 ���������� ２５億３,８４３万円

6
の柱

【身近で生活にとけこむ産業の振興】  １億４,１６０万円
○都市における農業の支援（振興施策の確立、都市農業
の推進・育成・共存、環境保全型の農業の推進など）
○市民に親しまれる農業の推進（市民と歩む活力あ
る農業推進協議会、ファミリー農園整備委託、市
民交流事業補助金、農産物品評会経費など）
○都市における近代的な工業・建設業の育成（小口
事業資金融資あっせん制度利子補給補助金、信用
保証料補助金など）
○活気にあふれた商業地（商店街振興経費）
○市民に親しまれる商業の育成〔商工会経費（補助
金）、Ｉのまちいなぎ市民祭　産業まつり部門補
助金、公衆浴場助成事業〕
○活力ある産業の育成（中小企業勤労者福祉サービ
スセンター事業、就労支援事業、はつらつワーク
稲城運営費補助事業）
○観光資源の創出〔観光推進事業、地域ブランド創出
事業補助金（梨ワイン）姉妹都市観光発信補助金など〕

【豊かな地域生活のまちに】 ������� ９９７万円
○自立した消費生活の推進（消費者団体などへの支
援、消費者意識の高揚）
○消費生活の向上（生活資金融資あっせん事業、消
費者ルーム運営事業など）

【高度情報化社会に対応したまちに】 �� １,２３２万円
○情報を伝える手段の拡充〔ホームページ（パソコ
ン・携帯電話）運営経費「稲城市のお知らせ」作
成・放送委託〕

市民生活の活力を支える
 �� にぎわいのあるまちづくり
 ���������� １億６,３８９万円

 　 
あい

▽▽問い合わせ 財政課財政係問い合わせ　財政課財政係 



（３）　代表電話は３７８－２１１１ ２１・４・１５
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「（
仮
称
）第
四
次
稲
城
市
長
期

総
合
計
画
市
民
会
議
提
言
書
〔
中

間
取
り
ま
と
め
〕
」（
左
記
参
照
）

に
つ
い
て
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

▽
募
集
期
間　

４
月　

日（
水
）〜

１５

５
月　

日（
水
）

１３

▽
応
募
方
法　

メ
ー
ル（seisak

u

@
c
ity
.in
a
g
i.lg
.jp

）、
フ
ァ
ク

ス（
5　

・
４
７
８
１
）、
郵
送
、

３７７

持
参（
市
役
所
５
階
）の
、
い
ず
れ

か
の
方
法
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
応
募
の
際
は
、
件
名
に
「
市
民

会
議
意
見
募
集
」
と
明
記
し
て
く

だ
さ
い
。

　

３
月　

日
付
で
任
期
満
了
と
な

３１

っ
た
監
査
委
員
の
川
名 
紘 
氏
の
後

こ
う

任
と
し
て
、
３
月
の
第
１
回
市
議

会
定
例
会
に
お
い
て
同
意
を
得
た

軍
司
信
一
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
、　

年
３
月　

日
ま
で
の

２５

３１

４
年
間
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

監
査
事
務
局

監
査
係

監
査
委
員
に
選
任

  
軍 

ぐ
ん 

司 　
 
信 
一
   

氏　

４
月
１
日
か
ら
４
年
間

じ 

し
ん 

い
ち

※
意
見
は
そ
の
ま
ま
公
表
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
本
文
に
は
、

個
人（
本
人
を
含
む
）や
第
三
者
が

特
定
さ
れ
る
内
容
は
記
載
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

※
意
見
に
対
す
る
個
別
回
答
は
行

い
ま
せ
ん
。

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

企
画
部

長
期
総
合
計
画
担
当

　

市
職
員
の
窓
口
対
応
を
、
よ
り

良
い
も
の
に
す
る
た
め
、
市
役
所

の
窓
口
を
利
用
さ
れ
た
方
の
満
足

度
を
調
査
し
ま
し
た
。
調
査
結
果

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
結
果
を
窓
口
サ
ー
ビ
ス
に

反
映
で
き
る
よ
う
、
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。定額給付金の給付を　

かたる電話に注意！
　一部の都道府県において、市役所職員
を名乗る者から「定額給付金の給付」を
かたった次のような電話がかかってきた
という相談が警察署に入っています。
○「定額給付金の給付に必要なので、家族構
成や個人名、口座番号を教えてもらいたい」
○「定額給付金に関する通知を送ったが届いて
いるか。届いていなければ電話をしてほしい」
○「定額給付金の給付のための手続きが
混み合っているので、通帳を持ってＡＴ
Ｍ（金融機関などの現金自動預け払い機）
まで行き、電話をしてほしい」
　このような電話がかかってきた場合は、
すぐに１１０番通報をしてください。

▽問い合わせ　多摩中央警察署　1３７５－
０１１０、市役所総務課総務係

　

市
で
は
、
新
た
な
長
期
総
合
計

画
の
策
定
を
市
民
参
加
で
進
め
る

た
め
、
団
体
や
グ
ル
ー
プ
と
の
懇

市
の
将
来
に
つ
い
て

市
の
将
来
に
つ
い
て

話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か

話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か

市役所窓口アンケート結果

無
回
答

不
満

や
や
不
満

普
通

や
や
満
足

満
足

調
査
項
目

１%０%１%２１%１９%５８%職員の態度・
対応

２%０%１%２２%２１%５４%職員の説明

３%０%３%２３%２０%５１%待ち時間

２%０%３%３２%１８%４５%窓口の雰囲
気・環境

提言書〔中間とりまとめ〕の概要
森林、景観、市街地の緑、魅力ある公園、
河川のみどり、農地

第１分科会
「みどり」

医療体制の維持・拡充、障害者福祉の充実、
高齢者福祉の充実、子育て支援、教育行政、
男女平等参画社会

第２分科会
「福祉」

コミュニティづくり、安心安全、共に学ぶ
まち（地域）づくり、健康なまち（地域）づく
り、交通の整備、働く場と 賑 わい

にぎ

第３分科会
「地域コミュ
ニティ」

定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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▲軍司　信一氏

談
会
を
行
い
ま
す
。

　

市
の
職
員
が
伺
い
、
長
期
総
合

計
画
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
市

の
将
来
に
つ
い
て
話
し
合
う
機
会

で
す
。
ぜ
ひ
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
５
人
以
上
の
団
体
、
グ
ル
ー

プ▽
申
し
込
み
方
法　

電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス（
5　

・
４
７
８
１
）で

３７７

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
フ
ァ
ク
ス
の
場
合
は
、
件
名
を

「
長
期
総
合
計
画
懇
談
会
」と
し
、

希
望
の
日
時
・
会
場
、
代
表
者
の

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

※
日
時
や
会
場
な
ど
は
調
整
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

企

画
部
長
期
総
合
計
画
担
当

市
役
所
窓
口

市
役
所
窓
口

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

　
　
　

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま

ご
ざ
い
ま
し
た
し
た

▽
調
査
対
象　

市
役
所
１
階
の
市

民
課
・
保
険
年
金
課
・
課
税
課
・

納
税
課
の
窓
口
を
利
用
し
た
方

▽
調
査
日　

２
月
９
日（
月
）・　
１０

日（
火
）、
２
月　

日（
木
）

１２

▽
調
査
方
法　

自
記
式

▽
回
答
件
数　
　

件
３７０

▽
調
査
結
果　

左
表
の
と
お
り

 
お
褒
め
の
言
葉

○
日
曜
日
に
開
い
て
い
る
の
は
う

れ
し
い
。

○
ど
ん
な
質
問
で
も
笑
顔
で
対
応

し
て
く
れ
る
。

○
以
前
よ
り
良
く
な
っ
た
。

○
待
っ
て
い
る
人
に
気
が
つ
い
て

く
れ
る
。

 
お
し
か
り
の
言
葉

○
忙
し
く
バ
タ
バ
タ
し
て
い
る
。

○
暗
い
。
閉
鎖
的
に
感
じ
る
。

○
職
員
に
よ
っ
て
言
う
こ
と
が
異

な
る
。

○
笑
顔
が
欲
し
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

企
画
部
政
策
室

（仮称）（仮称）第四次稲城市長期総合計画第四次稲城市長期総合計画

市民会議提言書市民会議提言書〔〔中間取りまとめ中間取りまとめ〕〕
　（仮称）第四次稲城市長期総合計画は、２３年度を初年
度とする、おおむね１０年間の計画です。
　市民会議は、市の呼びかけに応じた２９人の参加者で
２０年７月に発足しました。市民の視点で本計画に関す
る提言書を作るため、１５回の会議を開き、中間のとり
まとめを行いました（下表参照）。
　今後、６月には提言書をまとめ、市長に提出する予
定です。

▽提言書〔中間取りまとめ〕閲覧場所　市ホームページ、
市役所１階行政情報コーナー、平尾・若葉台出張所、地域
振興プラザ、各文化センター、総合体育館、中央図書館

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

（
仮
称
）第
四
次
稲
城
市
長
期
総
合
計
画　

市市市市市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民民民民民
会会会会会会会会会会会会会会会
議議議議議議議議議議議議議議議
提提提提提提提提提提提提提提提
言言言言言言言言言言言言言言言
書書書書書書書書書書書書書書書〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔
中中中中中中中中中中中中中中中
間間間間間間間間間間間間間間間
取取取取取取取取取取取取取取取
りりりりりりりりりりりりりりり
ままままままままままままままま
ととととととととととととととと
めめめめめめめめめめめめめめめ
〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕

振り込め
詐欺

定額給付金や子育て応援特別手当の申請代行業者を語り、お金をだまし取
る詐欺に注意してください！

登録のある方、もしくは外国人登録（一定の
要件あり）をされている方が対象で、受給者
（申請者）は、給付対象者の属する世帯主（外
国人の場合は給付対象者本人）です。

問２　定額給付金の給付額は、いくらですか。

答２　１９歳から６４歳までの方は一人につき１
万２千円です。１８歳以下（平成２年２月２日
以降生まれ）の方と６５歳以上（昭和１９年２月
２日以前生まれ）の方は２万円です。

問３　子育て応援特別手当は、どのようなも

のですか。

答３　子育て応援特別手当も国の決定に基づ
く「生活対策」の一環です。子供が多い世帯
の経済的負担を軽減することを目的に、幼児
教育期の第２子以降の子供に対し支給するも
のです。定額給付金と同じように、支給は今
回限りです。

問４　子育て応援特別手当は、どのような人

がもらえるのですか。

答４　２０年度に、小学校就学前３学年（平成
１４年４月２日～平成１７年４月１日生まれ）に
該当するお子さんのうち、第２子以降のお子
さんが対象です。受給者（申請者）は、対象と
なるお子さんと同じ世帯の世帯主です。
※第２子の判定は、１８歳以下（平成２年４月
２日以降生まれ）のお子さんの中から年齢順

に第１子、第２子と数えます。
※対象となる第２子以降のお子さんと１８歳以
下の第１子が別居（転居）している時は、住民
基本台帳では把握しきれないため、申請書が
届きません。該当すると思われる方は、定額
給付金等給付担当まで連絡してください。ま
た、その場合、同じ人に扶養されていること
を確認しますので、申請の際には健康保険証
や扶養控除申告書の写しなどが必要です。

問５　子育て応援特別手当の支給額はいくら

ですか。

答５　対象となるお子さん一人につき３万６
千円です。

問６　定額給付金や子育て応援特別手当は、

現金で受け取ることはできますか。

答６　原則、口座振込による受け取りをお願
いします。やむを得ない事情がある方には、
窓口で現金でお渡しします。ただし、口座振
込の方を優先して処理するため、受け取りの
時期は７月以降になります。

問７　子育て応援特別手当を受け取ると、定

額給付金は受け取れなくなりますか。

答７　子育て応援特別手当と定額給付金は趣
旨・目的が異なりますので、それぞれ受け取
れます。

４４月月1313日日（（月月））に申請書を発送しましたに申請書を発送しました
振り込みは、５月中旬から順次行います　振り込みは、５月中旬から順次行います

※定額給付金と子育て応援特別手当の申請書
は、別々に発送しています。
※大量発送のため、届くまでに時間がかかる
ことがあります。該当すると思われる方で、
４月末までに申請書が届かない場合は、定額
給付金等給付担当（1３７７－４５０１）に問い合わ
せてください。
①申請書の記載内容を確認し、振込先の口座
番号など必要事項を記入のうえ、本人確認で
きるものと通帳などの写しを添えて同封の返
信用封筒で返送してください。
②市で、返送された申請書の内容などを審査
し、不備（※）がなければ、振り込み手続きを
行います。
※書類などに不備があった場合は「郵送」で
問い合わせをします。振り込め詐欺の被害を
防止するため、市役所から電話をかけること
は一切ありません。
③市で、指定口座への振り込み手続きを行い
ます。手続きが完了した方には支給決定通知
書を郵送し、振込日などをお知らせします。

よくある質問

問１　定額給付金は、どのような人がもらえ

るのですか。

答１　基準日の２月１日現在、稲城市に住民

▽問い合わせ　定額給付金等給付担当
（月～金曜日、第２日曜日・第４土曜
日。地域振興プラザ２階）1３７７－４５０１

予告　ご利用ください

６月１日（月）発行　

　稲城市商工会「稲城生き活き商品券」

　 ～１万円で１万１千円分のお買い物！～

※詳しくは、広報いなぎ５月１５日号などで
ご案内します。

10000



２１・４・１５ 代表電話は３７８－２１１１　（４）

ご 存 じ で す か
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▽▽申請・問い合わせ 高齢福祉課高齢福祉係申請・問い合わせ　高齢福祉課高齢福祉係

　

緊
急
時
に
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、

稲
城
消
防
署
に
通
報
さ
れ
、
あ
ら

高高
齢齢
者者
緊緊
急急
通通
報報
シシ
スス
テテ
ムム

　

火
災
発
生
の
緊
急
事
態
に
備
え

て
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
（
室
内

の
火
災
を
熱
ま
た
は
煙
で
感
知
し
、

屋
内
外
に
警
報
音
で
知
ら
せ
る
機

器
）を
対
象
の
方
に
給
付
し
ま
す
。

※
既
に
高
齢
者
緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
装
置
が
設
置
さ
れ
て
い
る
世
帯

高高
齢齢
者者
火火
災災
安安
全全
シシ
スス
テテ
ムム

は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
と
連
動

さ
せ
ま
す
。

▽
対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
方　

①
市
内
在
住
の　

歳
以
上

６５

の
方　

②
日
常
生
活
を
営
む
う
え

で
慢
性
疾
患
が
あ
る
な
ど
注
意
を

要
す
る
状
態
に
あ
り
、
居
住
環
境

か
ら
防
火
な
ど
の
配
慮
が
必
要
な

方　

③
在
宅
で
、
ひ
と
り
暮
ら
し

や
高
齢
者
の
み
世
帯
の
方
、
ま
た

は
寝
た
き
り
の
方

▽
費
用　

所
得
に
応
じ
て
負
担

　

衣
服
な
ど
に
付
け
る
位
置
情
報

小
型
端
末
機
器
を
貸
し
出
し
ま
す
。

　

徘
徊
高
齢
者
の
生
活
の
安
全
を

図
る
う
え
で
、
位
置
情
報
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
や
緊
急
対
処
員
に
よ
る

探
索
・
保
護
な
ど
の
協
力
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

▽
対
象　

お
お
む
ね　

歳
以
上
で

６５

高
齢
者
の

高
齢
者
の 
徘  
徊 
行
動
で

行
動
で

は
い 
か
いお

困
り
の
方
へ

お
困
り
の
方
へ　

探探
索索
用用
機機
器器
のの
貸貸
しし
出出
しし

徘
徊
行
動
の
あ
る
方

▽
費
用　

加
入
料
金
な
ど
＝
７
千

円（
税
別
）、
月
額
基
本
料
金
＝　
５００

円（
税
別
）

※
い
ず
れ
も
半
額
対
象
者
負
担

※
緊
急
対
処
員
が
現
場
へ
急
行
す

る
場
合
は
、
別
途
１
万
円（
税
別
）

の
費
用
が
掛
か
り
ま
す
。

※
低
額
所
得
者
世
帯
な
ど
に
対
す

る
一
部
減
免
が
あ
り
ま
す
。

　

転
倒
に
よ
る
骨
折
は
「
寝
た
き

り
」
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
転
倒
を
予
防
す
る
た
め
に

は
、
筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
能
力
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

お
お
む
ね　

歳
以
上

６５

▽
期
間　

５
月
８
日
〜
７
月　

日
１０

の
毎
週
金
曜
日（
全　

回
）

１０

▽
時
間　

午
前
９
時　

分
〜　

時

３０

１１

▽
会
場　

保
健
セ
ン
タ
ー

▽
定
員　
　

人（
抽
選
）

１５

※
初
め
て
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

▽
応
募
方
法　

４
月　

日
ま
で
に

２４

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

高
齢
福

祉
課
地
域
支
援
係

▽
所
在
地　

平
尾
２
の　

の　
４９

２０

▽
対
象　

住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

方
で
、
引
き
続
き
１
年
以
上
市
内

に
居
住
し
て
い
て
、
次
の
す
べ
て

に
該
当
す
る
方　

①
原
則　

歳
以

６０

上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
で
自
立
し
た

生
活
が
で
き
、
自
宅
で
生
活
す
る

こ
と
に
不
安
が
あ
る
方　

②
常
時

医
療
を
必
要
と
し
な
い
方　

③
共

同
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
方

④
家
族
の
援
助
を
受
け
ら
れ
な
い

入
居
者
募
集

生生
活活
支支
援援
ハハ
ウウ
スス

どど
んん
ぐぐ
りり

方▽
申
請
期
間　

４
月　

日（
木
）〜

１６

　

日（
木
）

３０※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

▽
申
請
方
法　

高
齢
福
祉
課
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
市
内
３

カ
所
）
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー（
市
内
１
カ
所
）に
あ
る
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
持

参
、
郵
送
ま
た
は
各
支
援
セ
ン
タ

ー
職
員
に
よ
る
代
行
申
請
の
い
ず

れ
か
の
方
法
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

※
市
の
入
所
者
選
定
会
議
に
諮
り
、

入
所
者
を
決
定
後
、連
絡
し
ま
す
。

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

高
齢
福

祉
課
高
齢
福
祉
係

　

現
在
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

で
施
設
入
所
な
ど
で
受
給
要
件
に

該
当
し
な
く
な
っ
た
方
は
、
速
や

か
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
届
け

出
が
遅
れ
た
場
合
は
手
当
を
返
還

し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

障
害
福
祉
課
障

害
福
祉
係

　

精
神
疾
患
の
治
療
の
た
め
、
病

院
ま
た
は
診
療
所（
薬
局
を
含
む
）

に
受
診
し
た
際
の
医
療
費
の
自
己

負
担
分
を
軽
減
す
る
制
度
で
す
。

所
得
に
よ
り
自
己
負
担
額
が
異
な

り
ま
す
。

　

所
得
区
分
が
「
一
定
以
上
」
か

つ
「
高
額
治
療
継
続
者
（
重
度
か

つ
継
続
）
」
の
経
過
的
特
例
は
３

月　

日
で
終
了
す
る
予
定
で
し
た

３１

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
・
生
徒

が
小
学
校
ま
た
は
中
学
校
へ
入
学

す
る
た
め
に
必
要
な
費
用
の
一
部

を
援
助
し
ま
す
。

▽
対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
世
帯　

①
市
内
に
住
所
を
有
す

る
母
子
・
父
子
世
帯
で
、
小
・
中

学
校
に
入
学
す
る
児
童
・
生
徒
が

い
る
世
帯　

②　

歳
以
上
の
子
供

２０

が
い
な
い
世
帯　

③　

年
度
の
市

２０

民
税
が
非
課
税
の
世
帯

※
生
活
保
護
世
帯
を
除
く
。

▽
援
助
額　

小
学
校
＝
３
万
９
５

０
０
円
、
中
学
校
＝
４
万
６
１
０

０
円

▽
申
請
方
法　

生
活
福
祉
課
に
あ

る
所
定
の
申
請
書
に
、
入
学
証
明

ひひ
とと
りり
親親
家家
庭庭

入入
学学
費費
用用
のの

一一
部部
をを
援援
助助

書
（
市
内
の
小
・
中
学
校
の
場
合

は
不
要
）
と　

年
度
の
市
民
税
非

２０

課
税
証
明
書
を
添
え
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
申
請
期
限　

５
月　

日
１３

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

生
活
福

祉
課
地
域
福
祉
係

　

受
診
日
現
在
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
し
て
い
て
、
納
期

限
の
到
来
し
た
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
を
完
納
し
て
い
る
方
を
対

象
に
、
脳
ド
ッ
ク
検
診
料
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
（
受
診
日
の
属
す

る
年
度
に
つ
き
１
回
）
。

　

助
成
額
は
、
負
担
し
た
脳
ド
ッ

ク
検
診
料
の
２
分
の
１
に
相
当
す

る
額
で
す
。
た
だ
し
、
当
該
相
当

額
が
２
万
円
を
超
え
る
場
合
は
、

２
万
円
が
限
度
額
と
な
り
ま
す
。

　

申
請
さ
れ
る
方
は
所
定
の
用
紙

が
あ
り
ま
す
の
で
、
後
期
高
齢
者

医
療
係
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課
後

期
高
齢
者
医
療
係

　

保
護
者
の
方
が
出
産
や
病
気
、

育
児
疲
れ
・
不
安
な
ど
で
お
子
さ

ん
を
一
時
的
に
育
て
る
こ
と
が
困

難
に
な
っ
た
時
に
、
市
が
委
託
す

る
児
童
養
護
施
設
に
お
子
さ
ん
を

預
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
の
満
１
歳
６

カ
月
〜
小
学
６
年
生
ま
で
の
お
子

さ
ん

▽
利
用
定
員　

１
日
一
人

▽
利
用
日
数　

１
泊
２
日
〜
６
泊

７
日

▽
費
用　

３
千
円（
１
泊
）

※
食
事
代
な
ど
は
別
途
実
費
負
担

に
な
り
ま
す
。

▽
施
設
名（
所
在
地
）　

社
会
福
祉

法
人　

六
踏
園
『
調
布
学
園
』〔
調

布
市
富
士
見
町
３
の　

の
１
、
京

１８

王
線
調
布
駅
北
口
か
ら
バ
ス
（　
１０

分
）
富
士
見
町
住
宅
前
バ
ス
停
下

車
徒
歩
３
分
〕

▽
申
し
込
み
方
法　

子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
子
育
て
支

援
課
の
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
（
稲
城
市
向
陽
台
３

の
２
、
向
陽
台
小
学
校
敷
地
内
）

1　

・
６
３
６
６
（
受
付
時
間
＝

３７８
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）

　難病に 罹 患   して、治療中の方に特殊疾病患者見舞金を支給します。
り かん

▽対象疾病　下記のとおり

※心身障害者福祉手当、児童育成手当条例に基づく障害手当の受給
者は、対象になりません。

▽見舞金額　月額５,０００円

▽支給方法　年３回の口座振込（６月、１０月、２月に前月までの分を支給）

▽申請に必要なもの　①東京都発行の医療券のコピー（必要に応じ
て特殊疾病に罹患していることを証明する医師の診断書）　②特殊
疾病患者見舞金支給認定申請書〔現在受給している方には、申請書
でなく現況届を郵送します。２１年度に関しては年２回（５月、１０月
ごろ）現況届を提出していただきます〕　

▽問い合わせ　障害福祉課障害福祉係

対象疾病

人工透析を必要とする腎不全、先天性血液凝固因子欠乏症等、スモン、
ベ－チェット病、重症筋無力症、全身性エリテマト－デス、多発性硬化
症、再生不良性貧血、強皮症・皮膚筋炎及び多発性筋炎、筋 萎 縮性側索

い

硬化症、特発性血小板減少性 紫  斑 病、サルコイド－シス、高安病、結節
し はん

性動脈周囲炎、 潰  瘍 性大腸炎、ビュルガ－病、天 疱  瘡 、パ－キンソン病
かい よう ほう そう

関連疾患（進行性核上性麻 痺 、大脳皮質基底核変性症、パーキンソン病）、
ひ

劇症肝炎、 脊  髄 小脳変性症、モヤモヤ病
せき つい

（ウイリス動脈輪 閉  塞 症）、強直
へい そく

性脊椎炎、悪性関節リウマチ、悪性高血圧、クロ－ン病、ネフロ－ゼ症
候群、アミロイド－シス（原発性アミロイド症）、後縦 靱  帯 骨化症、ハン

じん たい

チントン病、ウェゲナ－肉芽腫症、特発性拡張型心筋症、母斑症、多系
統萎縮症（線条体黒質変性症、オリーブ橋小脳萎縮症、シャイ・ドレ－
ガ－症候群）、シェ－グレン症候群、多発性 嚢 胞腎、表皮水疱症（接合

のう

部型及び栄養障害型）、 膿 胞性 乾  癬 、特発性門脈圧 亢 進症、広範脊柱管
のう かん せん こう

狭 窄 症、ミオトニ－症侯群、原発性胆汁性肝硬変、特発性好酸球増多症
さく

候群、重症急性 膵 炎、特発性大 腿 骨頭 壊 死症、混合性結合組織病、びま
すい たい え

ん性 汎 細気管支炎、ミトコンドリア脳筋症、原発性免疫不全症候群、遺
はん

伝性（本態性）ニュ－ロパチ－、特発性間質性肺炎、プリオン病、網膜色
素変性症、遺伝性ＱＴ延長症候群、原発性肺高血圧症、先天性ミオパチ
－、神経線維 腫 症、網膜脈絡膜萎縮症、進行性筋ジストロフィ－、ウィ

しゅ

ルソン病、慢性炎症性脱髄性多発神経炎、骨髄線維症、亜急性硬化性全
脳炎、バッド・キアリ症候群、特発性慢性肺血栓塞栓症（肺高血圧型）、
ライソゾーム病（ファブリー病を含む。）、副腎白質ジストロフィー、脊
髄性筋萎縮症、アレルギー性肉芽腫性血管炎、原発性硬化性胆管炎、肝
内結石症、自己免疫性肝炎、特発性肥大型心筋症（拡張相）、成人スティ
ル病、脊髄空洞症７４疾病

か
じ
め
登
録
さ
れ
た
利
用
者
情
報

を
も
と
に
直
ち
に
出
動
し
ま
す
。

▽
対
象　

お
お
む
ね　

歳
以
上
で
、

６５

ひ
と
り
暮
ら
し
ま
た
は
高
齢
者
の

み
世
帯
（
同
居
の
親
族
が
長
時
間

留
守
に
な
る
場
合
を
含
む
）
で
、

身
体
上
の
慢
性
疾
患
に
よ
り
常
時

注
意
を
要
す
る
状
態
に
あ
る
方

▽
装
置
設
置
ま
で
の
流
れ　

①
申

請
受
理
後
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
職
員
が
調
査　

②
判

定
会
で
決
定　

③
本
人
と
関
係
者

の
立
ち
会
い
の
も
と
、
市
の
指
定

業
者
が
装
置
を
設
置

▽
費
用　

所
得
に
応
じ
て
負
担

心心
身身
障障
害害
者者
福福
祉祉
手手
当当

 

４４
月月
期期
分分

（（

年年

月月
〜〜
３３
月月
分分
））をを

２２００

１１２２振振
りり
込込
みみ
まま
しし
たた

障障
害害
者者
手手
帳帳
をを
おお
持持
ちち
のの
方方
へへ

 

民民
営
バ
ス

営
バ
ス運賃

割
引
制
度

運
賃
割
引
制
度

自
立
支
援
医
療
費
制
度

自
立
支
援
医
療
費
制
度

（
精
神
通
院
医
療
費
制
度
）

（
精
神
通
院
医
療
費
制
度
）

経経
過
的
特
例
延
長

過
的
特
例
延
長

が　

年
３
月　

日
ま
で
延
長
さ
れ

２４

３１

ま
し
た
。

▽
対
象　

精
神
疾
患
で
通
院
し
て

い
る
方

※
申
請
者
に
よ
り
必
要
な
書
類
が

異
な
り
ま
す
の
で
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

障
害
福
祉
課
障

害
福
祉
係

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
愛
の
手
帳

（
療
育
手
帳
）、
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、
民

営
バ
ス
（
市
内
循
環
バ
ス
＝
�
バ

ス
、
京
王
バ
ス
、
小
田
急
バ
ス
な

ど
）
を
ご
利
用
の
際
に
、
乗
務
員

に
手
帳
を
提
示
す
る
こ
と
で
運
賃

が
半
額
に
な
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

障
害
福
祉
課
障

害
福
祉
係

あ
い

支 給 方 法 が 変 わ り ま す支 給 方 法 が 変 わ り ま す

特 殊 疾 病 患 者 見 舞 金特 殊 疾 病 患 者 見 舞 金

参
加
者
募
集

転転転転転転転転転転転転転転転
倒倒倒倒倒倒倒倒倒倒倒倒倒倒倒
骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨
折折折折折折折折折折折折折折折
予予予予予予予予予予予予予予予
防防防防防防防防防防防防防防防
教教教教教教教教教教教教教教教
室室室室室室室室室室室室室室室

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
ももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももも
緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊
急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急

シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシ
ョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
ススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススス
テテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテ
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業

ががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが
ススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススス
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
ししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

助助
成成
しし
まま
すす

脳
ド
ッ
ク
検
診
料

 
脳
ド
ッ
ク
検
診
料



（５）　代表電話は３７８－２１１１ ２１・４・１５

だ
よ
り�

商  

工  

会�

　

公
的
年
金
受
給
者
の
納
税
の
便

宜
や
、
市
町
村
に
お
け
る
徴
収
の

効
率
化
を
図
る
観
点
か
ら
、　

月
１０

か
ら
国
民
健
康
保
険
税
の
年
金
天

引
き（
特
別
徴
収
）が
導
入
さ
れ
ま

す
。
対
象
の
方
は
年
金
か
ら
国
民

健
康
保
険
税
が
差
し
引
か
れ
ま
す
。

▽
対
象　
　

歳
〜　

歳
の
世
帯
主

６５

７４

の
方
で
、
次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
方　

①
世
帯
主
が
国
民
健
康
保

険
の
被
保
険
者
と
な
っ
て
い
る
方

②
世
帯
内
の
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
の
方
全
員
が　

歳
以
上
の

６５

方　

③
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る

年
金
の
年
額
が　

万
円
以
上
で
あ

１８

り
、
国
民
健
康
保
険
税
が
介
護
保

険
料
と
合
わ
せ
て
、
年
金
額
の
２

分
の
１
を
超
え
な
い
方

 

対
象
と
な
ら
な
い
具
体
例

対
象
と
な
ら
な
い
具
体
例 

○
世
帯
内
の
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
の
方
に　

歳
未
満
の
方
が

６５

い
る
場
合

○
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
世

帯
主
が　

歳
以
上
で
あ
る
場
合

７５

口口
座座
振振
替替
をを
選選
択択
でで
きき
まま
すす

　

対
象
の
方
の
納
付
方
法
は
「
年

金
天
引
き
」
と
「
口
座
振
替
」
の

ど
ち
ら
か
と
な
り
ま
す
。
口
座
振

替
を
申
し
込
ん
だ
場
合
に
は
、
年

金
天
引
き
に
は
な
ら
ず
、
指
定
口

座
か
ら
年
９
回
の
引
き
落
と
し
と

な
り
ま
す
。

　

ツ
ル
物
植
物
を
ネ
ッ
ト
に
は
わ

せ
、
室
内
へ
の
夏
の
熱
い
日
差
し

を
遮
る
こ
と
で
、
冷
房
の
効
率
化

を
図
る
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
を
実

践
す
る
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
の
方
に
は
、
植
物
の
種

子
・
ネ
ッ
ト
・
腐
葉
土
な
ど
を
配

布
し
、
実
践
の
結
果
を
写
真
・
ア

ン
ケ
ー
ト
で
報
告
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

▽
モ
ニ
タ
ー
期
間　

緑
の
カ
ー
テ

ン
設
置
後
〜
９
月
末
ご
ろ

▽
ツ
ル
植
物
の
種
類　

ア
サ
ガ
オ
、

ゴ
ー
ヤ
、
フ
ウ
セ
ン
カ
ズ
ラ

▽
募
集
世
帯
数　
　

世
帯

１００

※
定
員
に
な
り
次
第
、
募
集
を
終

了
し
ま
す
。

▽
応
募
方
法　

事
前
に
電
話
で
名

前
・
住
所
・
電
話
番
号
を
お
知
ら

せ
い
た
だ
い
た
う
え
で
、
次
の
説

明
会
会
場
ま
た
は
環
境
課
ま
で
資

材
の
受
け
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限　

５
月　

日
３０

 
緑
の
カ
ー
テ
ン
説
明
会　

　

緑
の
カ
ー
テ
ン
に
関
す
る
簡
単

な
説
明
と
資
材
配
布
を
行
い
ま
す
。

▽
期
日　

４
月　

日（
祝
・
水
）

２９

▽
時
間　

午
前　

時
〜

１１

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
４
階

会
議
室

▽
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
環
境
保

全
係

の
も
と
に
基
金
を
作
り
、
市
民
活

動
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
も
、
そ
の
基
金
か
ら
の
助
成
を

受
け
た
い
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象　

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
の
利
用
登
録
団
体
ま
た
は

登
録
し
よ
う
と
し
て
い
る
団
体　

▽
助
成
の
種
類（
対
象
）　

①
ス
タ

ー
ト
助
成
＝
こ
れ
か
ら
社
会
貢
献

活
動
を
始
め
よ
う
と
す
る
団
体
及

び
発
足
後
お
お
む
ね
５
年
以
内
の

団
体　

②
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
助
成

＝
既
に
継
続
的
に
社
会
貢
献
活
動

を
行
っ
て
い
て
、
新
規
事
業
に
取

り
組
も
う
と
す
る
団
体

▽
助
成
額　

年
間
５
万
円
ま
で　

▽
助
成
団
体
数　

４
団
体
程
度

▽
応
募
期
限　

４
月　

日　
２７

※
詳
細
は
募
集
要
綱
（
市
民
活
動

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
配
布
）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。　

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

市
民
活

　

矢
野
口
駅
西
自
転
車
等
駐
車
場

は　

年
４
月
の
供
用
開
始
以
来
、

１９
大
変
多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。当
駐
車
場
で
は
、

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、

４
月
１
日
か
ら
バ
イ
ク
利
用
条
件

の
「　

㏄
以
下
」
を
、
「
１
２
５

５０

㏄
以
下
」
に
変
更
し
ま
し
た
。
こ

の
変
更
に
よ
り
黄
色
、
ピ
ン
ク
ナ

ン
バ
ー
の
バ
イ
ク
も
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
利
用
料
金

は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

管
理
課
交
通
対

▽
職
種（
資
格
）　

①
保
育
士
（
保

育
士
）　

②
学
童
ク
ラ
ブ
指
導
員

（
保
育
士
・
教
員
・
児
童
厚
生
員

の
い
ず
れ
か
）

▽
勤
務
日
数　

週
５
日

▽
勤
務
時
間　

１
日
６
時
間　

分
４５

▽
勤
務
場
所　

市
施
設

▽
報
酬　

月
額　

万
３
４
０
０
円

１９

※
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
加
入

▽
任
用
期
間　

年
度
単
位
（
任
用

開
始
日
は
応
相
談
）

※
任
用
の
更
新
制
度
あ
り

▽
応
募
方
法　

申
込
書
・
質
問
票

（
人
事
課
、
平
尾
・
若
葉
台
出
張

所
、
各
文
化
セ
ン
タ
ー
で
配
布
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で

き
ま
す
）
を
持
参
ま
た
は
郵
送
し

▽
職
種　

学
童
ク
ラ
ブ
指
導
員

▽
時
間　

小
学
校
１
学
年
か
ら
３

学
年
の
学
校
終
了
時
か
ら
午
後
６

時
ま
で

▽
勤
務
場
所　

市
内　

カ
所
の
学

１２

童
ク
ラ
ブ

▽
募
集
人
員　

若
干
名

▽
賃
金　

市
規
定
に
よ
る

▽
選
考
方
法　

面
接

▽
応
募
方
法　

各
文
化
セ
ン
タ
ー

に
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
。
写
真

付
き
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

各
文
化

セ
ン
タ
ー

　

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
子
ど
も
の
森
」

芸
術
文
化
振
興
基
金
な
ど
の
協
力

▽
コ
ー
ス
･
期
日
･
受
講
料
な
ど

左
表
の
と
お
り

※
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ
搭
載
の
ノ

ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
ま
す
。

※
詳
細
は
、
各
文
化
セ
ン
タ
ー
に

あ
る
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

▽
定
員　

各
コ
ー
ス　

人
１５

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

▽
対
象　
　

歳
以
上
の
方

１８

※
②
は
文
字
入
力
の
で
き
る
方

※
お
子
さ
ん
を
連
れ
て
の
受
講
は
、

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
方
法　

往
復
は
が
き
に
希

望
コ
ー
ス
名（
複
数
可
）・
住
所
・

氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）・
年
齢
・
性
別
・

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限　

４
月　

日
必
着

２２

※
結
果
は
５
月
初
め
ご
ろ
ま
で
に

は
が
き
で
通
知
し
ま
す
。

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
パ
ソ
コ
ン
講
習

会
係　

〒　

・　

稲
城
市
東
長
沼

２０６

０８０２

２
１
１
２
の
１

▽
期
日　

金
曜
日（
月
２
回
）

▽
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

 
絵
手
紙
教
室

　

東
京
都
が
一
定
所
得
以
下
の
方

を
対
象
に
実
施
す
る
「
生
活
安
定

化
総
合
対
策
事
業
」
の
相
談
窓
口

を
稲
城
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
開

ご
相
談
く
だ
さ
い

 
生
活
安
定
化
総
合
対
策
事
業

設
し
て
い
ま
す
。
生
活
や
就
職
に

関
す
る
相
談
を
行
い
、
職
業
訓
練

や
生
活
資
金
の
貸
し
付
け
な
ど
生

活
安
定
や
正
規
雇
用
に
向
け
た
支

援
を
行
い
ま
す
。

▽
対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
方　

①
世
帯
の
生
計
中
心
者
で

あ
る
方　

②
課
税
所
得
ま
た
は
総

収
入
金
額
が
一
定
基
準
以
下
で
あ

る
方　

③
預
貯
金
な
ど
の
資
産
の

保
有
額
が　

万
円
以
下
で
あ
る
方

６００

④
土
地
・
建
物
を
所
有
し
て
い
な

い
方（
現
在
居
住
し
て
い
る
土
地
・

建
物
を
除
く
）　

⑤
都
内
に
引
き

続
き
１
年
以
上
在
住
し
て
い
る
方

⑥
生
活
保
護
受
給
者
世
帯
の
世
帯

主
ま
た
は
構
成
員
で
な
い
方

 
就
職
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業

　

正
社
員
へ
の
就
職
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
意
欲
を
持
つ　

歳
未
満
の

６５

方
の
就
業
に
向
け
た
様
々
な
支
援

を
行
い
ま
す
。

 
都
が
指
定
す
る
職
業
訓
練
・

就
職
の
た
め
の
講
座
の
紹
介 

　

生
活
安
定
に
向
け
た
技
能
取

得
な
ど
を
行
う
支
援
メ
ニ
ュ
ー

を
紹
介
し
ま
す
。

 
生
活
サ
ポ
ー
ト
特
別
貸
付
事
業

　

東
京
都
が
指
定
す
る
就
職
に

向
け
た
訓
練
や
講
座
を
受
講
し

た
方
を
対
象
に
生
活
資
金
無
利

子
貸
し
付
け
や
就
職
等
一
時
金

無
利
子
貸
し
付
け
を
行
い
ま
す
。

 
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
貸
付
事
業

　

中
学
３
年
生
ま
た
は
高
校
３

年
生
を
扶
養
さ
れ
て
い
る
方
を

対
象
に
、
学
習
塾
な
ど
の
受
講

料
貸
し
付
け
や
大
学
受
験
料
貸

し
付
け
を
行
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

生
活
安
定
化

総
合
対
策
事
業
相
談
窓
口　

1

　

・
３
３
６
６

３７８

　

稲
城
市
商
工
会
で
は
、　

％
プ

１０

レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を
１
億
円

分
発
行
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
商
品

券
取
扱
店（
業
種
は
問
い
ま
せ
ん
）

を
募
集
し
ま
す
。
な
お
、
取
扱
店

は
広
報
い
な
ぎ
や
チ
ラ
シ
な
ど
で

市
民
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
発
行
日　

６
月
１
日（
月
）

▽
額
面　

１
万
１
千
円
分
（　

円
５００

券　

枚
綴
り
）
を
１
万
円
で
販
売

２２
▽
発
行
総
額　

１
億
円

▽
応
募
期
限　

４
月　

日
３０

※
商
品
券
を
換
金
す
る
際
に
は
手

数
料
が
か
か
り
ま
す
。

※
応
募
方
法
な
ど
詳
細
は
問
い
合

稲
城
生
き
活
き
商
品
券

取
扱
店
募
集
！ 

▽
期
間　

４
月　

日（
金
）〜　

日

１７

１９

（
日
）

▽
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

▽
会
場　

総
合
体
育
館
ロ
ビ
ー

▽
協
力　

大
丸
野
草
の
会

 
野
草
の
展
示
と
野
草
写
真
展

グ
リ
ー
ン�

ウ
ェ
ル
ネ
ス�

　
　
　
財
団�

て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

人
事
課

人
事
給
与
係

パソコン講習会
受講料

時間期日コース
テキスト代

３,０００円午前
９時３０分～
１２時３０分

５月１２日（火）・
　　１３日（水）

①初めての
パソコン
（オフィス
２００３使用） 無料

３,０００円午後
１時３０分～
４時３０分

５月１４日（木）・
　　１５日（金）

②エクセル
２００７活用講
座 無料

※②では、家計簿作成します。　

６５６５歳～歳～７４７４歳の国民健康保険に歳の国民健康保険に
加入している世帯主の方加入している世帯主の方

1100月月から国民健康保険税のから国民健康保険税の
口座振替を選択しない方の口座振替を選択しない方の 
年金天引きが始まります年金天引きが始まります

▽▽問い合わせ問い合わせ　　　　　　　　
保険年金課国民健康保険係　　保険年金課国民健康保険係

シルバー
人材
センター
問い合わせ
1３７７・２２１２

▽
期
日　

火
曜
日（
月
３
回
）

▽
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

▽
定
員　

３
人（
先
着
順
）

▽
費
用　

３
千
円

▽
応
募
方
法　

窓
口
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

 
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室

▽
期
日　

５
月
４
日（
祝
・
月
）・

５
日（
祝
・
火
）

▽
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
６
時

１０

（
５
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

▽
会
場　

城
山
公
園

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
内
容　

①
リ
サ
イ
ク
ル
と
分
か

 
稲
城
手
づ
く
り
市
民
ま
つ
り

２
０
０
９ 

ち
合
い
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　

②
多
芸
多
彩
の
ま
つ
り
の
演
出　

③
心
の
こ
も
っ
た
手
づ
く
り
飲
食

売
店　

④
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ポ
ー
ツ

⑤
新
鮮
で
安
全
な
稲
城
産
野
菜
販

売
コ
ー
ナ
ー　

⑥
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
・
市
民
活
動
に
ふ
れ
あ
う
展

示▽
主
催
・
問
い
合
わ
せ　

稲
城
手

づ
く
り
市
民
ま
つ
り
２
０
０
９
実

行
委
員
会（
角
田
）　

1　

・
３
１

０９０

４
３
・
０
９
４
３

▽
期
間　

５
月
２
日（
土
）〜
５
日

（
祝
・
火
）

▽
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

▽
会
場　
 
上  
谷  
戸 
緑
地
体
験
学
習

か
さ 
や 

と

館※
３
日（
祝
・
日
）は
柏
餅
づ
く
り

と
お
楽
し
み
撮
影
も
あ
り
ま
す（
無

料
）
。

▽
主
催　

坂
浜
自
治
会

▽
問
い
合
わ
せ　

上
谷
戸
緑
地
体

験
学
習
館　

1　

・
７
１
１
２

３３１

端
午
の
節
句
・
五
月
人
形
展

動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
協
働
推

進
課
協
働
推
進
係
）

緑
の
カ
ー
テ
ン

緑
の
カ
ー
テ
ン

 
モ
ニ
タ
ー
募
集

モ
ニ
タ
ー
募
集

矢矢
野野
口口
駅駅
西西

自自
転転
車車
等等
駐駐
車車
場場
のの

ババ
イイ
クク
利利
用用
条条
件件
がが

変変
わわ
りり
まま
しし
たた

▽
定
員　

８
人（
先
着
順
）

▽
費
用　

２
千
円

▽
応
募
方
法　

窓
口
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

募
集
し
ま
す

募
集
し
ま
す

 

臨
時
職
員

臨
時
職
員

（（
学
童
ク
ラ
ブ
指
導

学
童
ク
ラ
ブ
指
導
員員
））

急
募 

市市
嘱
託
嘱
託
員員

報
酬
額
が
上
が
り
ま

報
酬
額
が
上
が
り
ま
し
た
し
た

社会福祉社会福祉
協議会協議会
からから

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

 

市市
民
活
動
を

民
活
動
を

資
金
面
で

　
　

資
金
面
で

支
援
し
ま
す

　
　

支
援
し
ま
す

策
係



２１・４・１５ 代表電話は３７８－２１１１　（６）

広報いなぎは再生紙を使用しています。�

１歳６カ月児健康診査（１９年９月生まれ） 保健センター
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
住宅リフォーム相談 １時３０分～４時３０分（予約必要） 経済課消費生活係
女性の悩み相談 １０時～４時（前日までに予約） 協働推進課女性青少年係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係
心配ごと相談 １０時～正午 福祉センター
高齢者・障害者の権利擁護相談 １時３０分～４時３０分（予約随時） 福祉センター

水４／１５

３歳児健康診査（１８年３月生まれ） 保健センター
１歳児歯科健診（２０年３月生まれ） 保健センター
法律相談 ９時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
税務相談 １時３０分～４時３０分（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

木１６

消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
人権・身の上相談 １時３０分～４時３０分（前日までに予約） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

金１７

土１８

＋休日急病診療所　長峰クリニック（長峰）９時～５時　1３５０－７１７１日○１９ 
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係月２０

定期健康相談 ９時～１１時（前日までに予約） 保健センター
法律相談 ９時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
くらしの書類作成相談 １時３０分～４時３０分（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

火２１

消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
不動産相談 １時３０分～４時３０分（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 平尾出張所

水２２

法律相談 ９時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係木２３

消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係金２４

＋休日窓口　８時３０分～５時（正午～１時を除く）
　　　　　　市民課、保険年金課（国民健康保険係のみ）、課税課、納税課
女性の悩み相談 １０時～４時（前日までに予約） 協働推進課女性青少年係
心の専門相談 １時～４時（前日までに予約） 福祉センター

土２５

＋休日急病診療所　簡野クリニック（平尾）９時～５時　1３３１－８５７０
＋休日薬局　　　　ヒロタ薬局平尾店（平尾）９時～５時　1３３１－２７９６

日○２６ 

消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係月２７

３カ月～４カ月児健康診査（２０年１２月生まれ） 保健センター
定期健康相談 ９時～１１時（前日までに予約） 保健センター
法律相談 ９時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

火２８

昭和の日
＋休日急病診療所　向陽台クリニック（向陽台）９時～５時　1３７８－６６７７
＋休日薬局　　　　徳永薬局向陽台店（向陽台）９時～５時　1３７０－７２５５

水○２９ 

１歳児歯科健診（２０年３月生まれ） 保健センター
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係木３０

※経済課消費生活係の相談で（前日予約）のものは、前日の８時３０分から５時まで予約
を受け付けます（先着順）。1３７８－２２８６
※消費者相談は電話（1３７８－３７３８）でも相談できます。
※福祉センターの相談予約は、（1３７８－３３６６）です。

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部 NNNNNNNNNNNNNNNNNNNNoooooooooooooooooooo....................３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１第２部No.３１１

ヒブワクチン

 
胃
が
ん
検
診

▽
対
象　

市
内
在
住
で
、
検
診
日

現
在　

歳
以
上
の
方
（
原
則
１
年

３５

に
一
度
の
受
診
）

※
胃
の
手
術
を
し
た
方
、治
療
中
・

妊
娠
中
の
方
を
除
く
。
当
日
の
体

調
や
問
診
に
よ
り
、
受
診
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
期
日　

５
月　

日（
日
）　
　

３１

▽
人
数　
　

人
５０

▽
検
査
方
法　

胃
部
エ
ッ
ク
ス
線

　

１
歳
６
カ
月
児
歯
科
健
診
後
、

ま
だ
歯
医
者
さ
ん
で
歯
科
健
診
や

予
防
処
置
を
受
け
て
い
な
い
お
子

さ
ん
や
お
子
さ
ん
の
食
べ
方
が
気

に
な
る
方
を
対
象
に
、
新
た
に
歯

科
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

 
２
歳
児
歯
科
健
診

▽
対
象　
　

年
３
月
生
ま
れ

１９

▽
期
日　

４
月　

日（
水
）

２２

　

東
京
都
外
の
医
療
機
関
ま
た
は

助
産
所
で
妊
婦
健
康
診
査
を
受
診

し
た
妊
婦
に
「
妊
婦
健
康
診
査
受

診
費
助
成
金
」
を
交
付
し
ま
す
の

で
、
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

▽
対
象　

東
京
都
外
の
医
療
機
関

ま
た
は
助
産
所
で
４
月
１
日
以
降

に
妊
婦
健
康
診
査
を
受
診
し
た
妊

婦※
３
月　

日
ま
で
に
受
診
し
た
妊

３１

婦
健
康
診
査
を
除
く
。

▽
助
成
金
額　

①
妊
婦
健
康
診
査

＝
１
回
目
８
５
０
０
円
、
２
回
目

以
降
５
千
円　

②
妊
婦
超
音
波
検

査
＝
５
３
０
０
円

※
妊
婦
健
康
診
査
１
回
目
の
助
成

は
、
東
京
都
外
の
医
療
機
関
に
限

り
ま
す
。

▽
申
込
期
間　

出
産
日
か
ら
１
年

以
内

▽
申
込
窓
口　

保
健
セ
ン
タ
ー（
平

尾
・
若
葉
台
出
張
所
で
も
可
）

　

乳
幼
児
の
細
菌
性
髄
膜
炎
を

引
き
起
こ
す
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
菌
ｂ
型（
Ｈ
ｉ
ｂ
＝
ヒ
ブ
）」

の
予
防
ワ
ク
チ
ン
が
昨
年　

月
１２

に
発
売
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は

医
療
機
関
よ
り
製
造
販
売
元
に

発
注
し
て
入
手
す
る
と
い
う
方

法
が
取
ら
れ
て
お
り
、
最
近
で

は
輸
入
量
を
上
回
る
お
申
し
込

み
が
あ
り
、
お
申
し
込
み
い
た

だ
い
て
も
２
カ
月
位
は
お
待
ち

い
た
だ
く
よ
う
な
状
態
で
す
。

ヒ
ブ
は　

〜
１
０
０
人
に
一
人

２０

の
割
合
で
鼻
や
の
ど
に
い
る
菌

で
髄
膜
炎
や
肺
炎
、 
喉  
頭  
蓋  
炎 

こ
う 
と
う 
が
い 
え
ん

等
、
敗
血
症
を
引
き
起
こ
し
ま

す
。
２
歳
以
下
の
乳
児
で
は
重

症
化
し
や
す
く
、
ワ
ク
チ
ン
が

ヒ
ブ
感
染
予
防
策
と
し
て
、
唯

一
可
能
な
手
段
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
乳
幼
児
の
細
菌
性
髄
膜

炎
を
起
こ
す
細
菌
は
い
く
つ
か

あ
り
ま
す
が
、
原
因
の
半
分
以

上
を
占
め
る
の
が
ヒ
ブ
で
す
。

ヒ
ブ
に
よ
る
細
菌
性
髄
膜
炎
は

５
歳
未
満
の
乳
幼
児
が
か
か
り

や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
の
年
間
患
者
数
は
約
６
０

０
人
報
告
さ
れ
、
治
療
を
受
け

て
も
約
５
％
が
死
亡
、
約　

％
２５

に
発
育
障
害
や
聴
力
障
害
、
て

ん
か
ん
な
ど
の
後
遺
症
が
残
り

ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
を
お
申
し
込

み
の
際
に
多
い
ご
質
問
は
副
反

応
に
つ
い
て
で
、
多
く
み
ら
れ

る
の
は
接
種
部
位
の
発
赤
や
腫

れ
で
、
発
熱
が
数
％
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
製
造
段

階
で
の
牛
の
成
分
の
使
用
に
つ

い
て
は
世
界
１
０
０
カ
国
以
上

で
使
用
さ
れ
、
B
Ｓ
Ｅ
（
伝
達

性
海
綿
状
脳
症
）
の
報
告
は
一

例
も
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

接
種
対
象
者
接
種
時
期
は
生
後

２
カ
月
以
上
５
歳
未
満
で
、
標

準
と
し
て
は
２
カ
月
か
ら
７
カ

月
未
満
ま
で
接
種
開
始
、
初
回

免
疫
は
通
常
３
回
い
ず
れ
も
４

〜
８
週
間
隔
で
接
種
を
受
け
、

１
年
後
に
も
う
１
回
追
加
接
種

を
し
ま
す
。
７
カ
月
以
上　

カ
１２

月
未
満
は
初
回
２
回
で
１
年
後

に
追
加
接
種
、
１
歳
〜
５
歳
未

満
の
場
合
は
通
常
１
回
接
種
で

す
。
任
意
接
種
の
た
め
ご
希
望

の
方
は
自
費
で
接
種
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は

各
医
療
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

稲
城
市
医
師
会

　
　
　
　
　
　

渡
辺　

久
仁
子

撮
影
検
査

▽
受
診
料　

１
３
３
０
円

※
保
険
証
に
自
己
負
担
割
合
が
１

割
と
記
載
の
あ
る
方
は　

円
（
保

４４０

険
証
の
提
示
が
必
要
で
す
）

 
乳
が
ん
検
診（
検
診
車
）

▽
対
象　
　

年
度　

歳
以
上
で
、

２１

４０

　

年
度
未
受
診
の
方

２０▽
期
日　

６
月　

日（
土
）

１３

▽
人
数　
　

人
６０

▽
検
査
方
法　

視
・
触
診
検
査
、

乳
房
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
（
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
）
検
査

▽
受
診
料　

２
３
８
０
円

※
保
険
証
に
自
己
負
担
割
合
が
１

割
と
記
載
の
あ
る
方
は　

円
（
保

７９０

険
証
の
提
示
が
必
要
で
す
）

◆
共
通
事
項

▽
受
診
料
の
免
除　

次
に
該
当
す

る
方　

①
生
活
保
護
受
給
世
帯
の

方　

②
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

③
中
国
残
留
邦
人
な
ど
の
方

▽
会
場　

保
健
セ
ン
タ
ー

▽
申
し
込
み
方
法　

記
入
例
を
参

照
の
う
え
、
は
が
き
、
封
書
、
電

子
申
請
サ
ー
ビ
ス
（h

ttp
s:/
/

w
w
w
.e

‐to
k
y
o
.lg
.jp
/

）、
直

接
持
参
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

４
月　

日
必
着

２２

※
抽
選
結
果
は
期
日
の
１
週
間
前

ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

 
２
歳
６
カ
月
児
歯
科
健
診

▽
対
象　
　

年
９
月
生
ま
れ

１８

▽
期
日　

４
月　

日（
金
）

２４

◆
共
通
事
項

▽
会
場　

保
健
セ
ン
タ
ー

▽
受
付
時
間　

午
前
９
時　

分
〜

２０

　

時　

分

１０

３０

▽
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
歯

ブ
ラ
シ
、
コ
ッ
プ
、
ハ
ン
ド
タ
オ

ル▽
内
容　

歯
科
健
診
・
個
別
相
談

（
食
事
や
歯
ブ
ラ
シ
の
事
な
ど
）

▽
申
し
込
み
方
法　

記
入
例
を
参

照
（
表
面
に
も「
歯
科
健
診
申
込
」

と
明
記
）
の
う
え
、
は
が
き
、
封

書
、
持
参
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

４
月　

日
必
着

１７

　

４
月
か
ら
、
妊
婦
健
康
診
査
の

稲
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー

〒　

・　
 
稲
城
市
百
村　

の
１

２０６

０８０４

１１２

1　

・

３
４
２
１

３７８

※
市
で
は
各
検
診
の
結
果
デ
ー
タ
（
個
人
情
報
）
を
保
管
・
集
計
し
、
今
後
の
健

康
づ
く
り
に
役
立
て
る
予
定
で
す
。
な
お
、
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
稲
城
市
個
人

情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
保
護
さ
れ
ま
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○○がん検診希望

１．○月○日（○）・
 　保健センター
２．住所

３．氏名
４．生年月日（年齢）
５．電話番号
６．前回検診年月日
　 （分かる範囲で）

フリガナ

▼

申
し
込
み
記
入
例

公
費
負
担
回
数
が
５
回
か
ら　

回
１４

に
増
え
ま
し
た
。
母
体
や
胎
児
の

健
康
を
守
る
た
め
に
も
、
定
期
的

に
妊
婦
健
康
診
査
を
受
診
し
ま
し

ょ
う
。
受
診
票
は
妊
娠
の
届
け
出

時
に
配
布
す
る
「
母
と
子
の
保
健

バ
ッ
ク
」に
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
３
月　

日
以
前
に
妊
娠
の
届
け

３１

出
を
し
た
方
に
は
６
回
目
か
ら
の

受
診
票
を
追
加
交
付
し
ま
す
の
で
、

窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
窓
口　

保
健
セ
ン
タ
ー（
市

民
課
、
平
尾
・
若
葉
台
出
張
所
で

も
可
）

※
市
民
課
は
大
変
込
み
合
い
ま
す

の
で
、
な
る
べ
く
、
保
健
セ
ン
タ

ー
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
（
出

産
予
定
日
が
確
認
で
き
る
も
の
）

※
市
民
課
で
は
、
申
し
込
み
不
可

▽
提
出
物　

母
子
健
康
手
帳
で
妊

婦
健
康
診
査
の
受
診
記
録
が
記
載

さ
れ
て
い
る
部
分
の
写
し
、
妊
婦

健
康
診
査
を
受
診
し
た
東
京
都
外

の
医
療
機
関
ま
た
は
助
産
所
が
発

行
し
た
領
収
書
（
妊
婦
健
康
診
査

費
の
額
、
受
診
日
及
び
東
京
都
外

の
医
療
機
関
ま
た
は
助
産
所
の
名

称
が
記
載
さ
れ
た
も
の
）
、
未
使

用
の
妊
婦
健
康
診
査
受
診
票

新
た
に
開
始
し
ま
す

新
た
に
開
始
し
ま
す

　

２
歳
児
歯
科
健
診

２
歳
児
歯
科
健
診

２
歳
６
カ
月
児

　

２
歳
６
カ
月
児

歯
科
健
診

歯
科
健
診

お
詫
び
と
訂
正

 

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
い
な
ぎ
４
月
１
日
号
８
面

「
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
」
の

▽
医
療
機
関
申
し
込
み
方
法
中
、

①
市
立
病
院（
中
略
）（
1　

・
０

３３７

９
３
１
）
と
あ
る
の
は
、
①
市
立

病
院（
中
略
）（
1　

・
０
９
３
１
）

３７７

の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂

正
い
た
し
ま
す
。

▲申し込み記入例

２歳児（２歳６カ月児）
歯科健診申込

健　診　日　○月○日
幼 児 氏 名　　　　　
保護者氏名　　　　　
生 年 月 日　　　　　
住　　　所　　　　　
電 話 番 号　　　　　

胃
が
ん
・

胃
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

乳
が
ん
検
診

妊
婦
健
康
診
査

妊
婦
健
康
診
査

受
診
費
助
成
金

受
診
費
助
成
金

妊
婦
健
康
診
査

妊
婦
健
康
診
査

 
公
費
負
担
回
数
が

公
費
負
担
回
数
が

回
に
増
え
ま
し
た

　

回
に
増
え
ま
し
た

１４１４




